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自閉症児における社会的参照行動
　　3項関係における表隋刺激の機能化の条件
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問題と目的
社会的参照 とは、曖昧な状況や束1嫐 下の随伴性におい て、

他者の表時や しぐさを弁別刺激とし、反応する行動を指
す。こ の 行動 は、事象や出来事の 安全さ、報酬的な価値
に関する情報を得るとい う機能を持つ （Gewirtz，　Pelae
z
−Nogueras，1992）自閉症児は社会的参照に欠陥を持っ

て い るとい うこ とが示唆されて い るに も関わらず、その

こ とに つ い て は ほ とん ど研究がな い 。 本研究で は、自閉

症児が社会臼惨 照の学習が可能であるか明らか に する こ

とを目的 とした。
方法
彡吻髱 自閉症児 3名が参加した。生活年齢平均は 5才、

新版 K式発達険査に よる発達年齢平均は 3才であっ た 。

嫐 ；透明な瓶、実験者が提示する表晴であっ た．社会
白惨 照課題のベース ライン ＆介入＆プロ

ーブにお い て使
用 した3つ の瓶は透明で、回 して 閉める こ とが出来る蓋が

つ い てい た。ベー
スライ ン ＆プロ

ー
ブ蒔には、こ の 瓶を

覆 うこ とがで きる伸縮性の ある黒い カバ ー
を3つ 用い た。

彡鰹 デ膿〆ン ：参加児聞多層ベー
スライ ン法を用い た 。

セ ッ ティ ング ：実験者は、床に正座した状態で、参加
児は橿

一
に 坐 っ て 机をはさん で 向か い合 っ て着席 した 。

　　　　 図1 社会白惨 照課題セ ッ テ ィ ン グ

ーi醗 き ： （1）ベース ライン ＆プローブ （図 1） ：黒 い

カ バ ー
をか ぶせ た3つ の瓶を使っ て、強化刺激が どれに入

っ てい るか分か らない 状況を設定した。実験者は強化刺
激の 1つ を瓶に入れて い る様子を見せ て から、瓶をランダ
ムに移動し、 「あけて ごらん」 と指示を出した。参加児
は実験者の 表陦の変化を見なが ら瓶を探索し、選択す る

こ とを求められた。 参加児の参照に対して、実験者か ら
表 1青で フ ィ

ー
ドバ ッ クが行われた。1言爺 の中で表情は笑

顔が 1回 、 怒 り顔が2回ラ ン ダム に提示された 。 4試行を 1
ブロ ッ クとした。 （2）介入 ：  カバーを外した3つ の 瓶
を使用し、玩具やパ ズル などがある

・
ない 瓶と表情を視

覚的に対提示  協力児が瓶を触っ た際に完験者の 顔を参
照する よう身体ガイダンス  笑顔と怒り顔に対応した分

化強化、の 3つ の操作を実施した。　 （3）般化プロ
ーブ ：

ベ ース ライ ン に お け る人、場面、表情それぞれ に つ い て

般化条件を設定し、評価した 。　 （4 ）フォ ロ
ー

ア ッ プ ：

般化プロ
ーブ終了の 3ケ 月後に，ベース ライ ン と同様の テ

ス トを行っ た。

驫 ：1ブ ロ ッ クに おける怒り顔選択シ フ ト、自発的

参照、笑顔選択の 正反応率であっ た 。 （1）自発的参照 ：

それぞれの瓶を開ける前に 自発的に実験者の 表庸を参照

する行動が生起した割合 （7機 会／Block）　（2）ネガティ

ブ表情選択シフ ト ：怒 り顔 の提示後に違 う空 き瓶に 選択
をシ フ トする行動が生起 した割合 （3機会1BI  k）　 （3）
ポジテ ィ ブ表情選択 ： 1試行に おい て参加児がi短 頁提示

の瓶を選択する行動が生起 した割合 （4機会rBbck ）
結果と考察

　3名の 自閉症児が、本研究の介入により社会的参照行動
を学習し、人、表情、場面の3条件全てに般化がみ られた 。

2参加児 に おい て3週間と1年後の フ ォ ロ ーア ッ プでも行
動の 維持が明 らか とな っ た 。 結果か ら、社会的参照の生
起しやすい場面を設定し、適切な支援を行 うこ とによ

り、自閉症児の行動に おい て他者の表1青刺激が弁別剩
激と して機能化する こ とが分か っ た 。 さ らにそれが多
様な場面にも般化 した こ とで、構造化され た場面で 獲
得した行動を様々な場面で利用で きる こ とが示された。

　　　　 図2　社会的参照行動の介入 の結果
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